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① 会社概要



会 社 名 

資 本 金 

従 業 員 数 

本 社 

事 業 内 容  

ユーザーローカル会社概要

ビッグデータ・AIを活用した 
マーケティング分析サービスを開発・提供

株式会社ユーザーローカル 

2億5226万円 

28名 (臨時雇用を含まず) 

東京都港区芝5-20-6

※2017年1月31日時点 4



当社の沿革
平成17年 有限会社ユーザーローカルを東京都千代田区に設立 
平成19年 株式会社ユーザーローカル設立（有限会社を株式会社化） 
平成20年 アクセス解析ツール「User Insight」リリース 
平成23年 東京都渋谷区に本社移転 
平成24年 ソーシャルメディア分析ツール「Social Insight」リリース 
平成25年 東京都目黒区に本社移転 
平成25年 ヤフー株式会社、ニフティ株式会社にアクセス解析ツール 

平成27年 メディア向け解析サービス「Media Insight」リリース 
平成28年 東京都港区に本社移転

のシステム提供を開始
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ユーザーローカル 経営理念

データで世界を 
進化させる



代表取締役     伊藤 将雄 

取締役COO    渡邊 和行 

取締役CFO    岩本 大輔

マネジメント・チーム

最高技術責任者 三上 俊輔 筑波大学大学院システム情報工学研究科
コンピュータサイエンス専攻修了

千葉大学法政経学部卒業 
楽天(株)を経て現職

中央大学大学院戦略経営研究科修了 
楽天(株)、メタウォーター(株)を経て現職

早稲田大学大学院国際情報通信研究科修了 
早大政経学部卒業後、(株)日経BP、楽天(株)、
みんなの就職(株)を経て大学院在学中から現職

早大法学部卒業後、(株)CSK、楽天(株)執行
役員などを経て、YJキャピタル(株)取締役、
ヤフー(株)執行役員など現任

取締役(社外)   小澤 隆生
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技術顧問 博士3名を招聘
UX・ユーザビリティー分野 安藤昌也氏 
　総合研究大学院大学 文化科学研究科 博士号取得 
　千葉工業大学 先進工学部 知能メディア工学科 教授 
　「UXデザインの教科書」「WEBアクセシビリティ JIS規格完全ガイド」執筆 

人工知能＆ロボティクス分野 藤江真也氏 
　千葉工業大学　未来ロボティクス学科准教授 
　早稲田大学大学院 工学博士取得。早稲田大学高等研究所助教などを経て、現職 
　専門は、会話ロボット・言語処理 

グローバル＆デジタルマーケティング分野 柴田尚樹氏 
　シリコンバレーのマーケティング企業であるSearchMan Co-Founder 
　東京大学大学院 工学系研究科で博士号取得 
　元楽天株式会社執行役員、元スタンフォード大学 CSLI 客員研究員
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② 当社事業内容



大量のデジタル情報を収集→解析→可視化

ブログ・ニュ―ス

画像デ―タ動画デ―タスマホアプリ

スマホサイト

PCサイト SNSデ―タ

ツイ―ト デ―タ
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ビッグデータを活用するためのSaaS製品を提供
ユーザーローカル 現在の事業領域

ヒートマップ対応 
ウェブ分析ツール

ソーシャルメディア 
分析・運用ツール

メディア運営者 
特化型分析ツール
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UXを測定するウェブサイト解析SaaS
ユーザーインサイト

※UX…ユーザーエクスペリエンス。Webユーザーがサイトを通じて得られる体験(experience)の総称。

※SaaS…Software as a Serviceの略であり、利用者がインターネットを介して必要な情報システムに係る
サービスを受けるクラウドコンピューティングの一形態。ソフトウエアをダウンロードすることなく利用可能。

12 http://ui.userlocal.jp/



SNSデータを分析するソーシャル解析ツール

SNSマーケティングに 
必要なデータをカバー
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ソーシャルインサイト

http://social.userlocal.jp/



企業のSNS分析・アカウント運用をサポート
① クチコミ傾聴 

② SNSアカウント分析 

③投稿管理

自社・他社ブランドの評判を調査 
風評リスク管理

自社アカウントのファンを調査・競合比較 
キャンペーンの効果を測定

投稿スケジュール予約・上長による承認 
複数アカウントの一元管理を実現

世間の声 
を傾聴

ユーザーを 
よく見る

情報発信

ソーシャルインサイト
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国内各媒体のヒット記事の反響を自動分析

メディアインサイト

メディア業界に特化した分析ソリューション

15 http://media.userlocal.jp/



③ 当社の強みと成長性



おもな導入実績
幅広い業種・企業等のマーケティングを支援

※掲載許諾を得た一部の企業等のみ掲載
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(千円)

業績ハイライト
売上高推移
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平成29年6月期 
第2四半期(累計)



経常利益・経常利益率推移(千円)

業績ハイライト
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平成29年6月期 
第2四半期(累計)



ビッグデータの市場環境
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2020年 
2,889億　当社が属しているビッグデー

タテクノロジー/サービス市
場は「2020年に2,889億
4,500万円」と試算されてい
る(※)。

2015年 
947億

※出典： IDC Japanプレスリリース「国
内ビッグデータテクノロジー／サービス
市場予測を発表」（2016年6月13日）
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新機能・新サービス 
を顧客へ提供

色々な形態の 
ビッグデータ収集

マーケティング 
能力・販売能力向上

新機能を追加開発 
新製品を企画開発

ソリューションを展開

当社の成長サイクル
ラインナップ
を拡充

顧客層を拡大

ビッグデータを
クラウドに蓄積

成功事例
が増加

サービスの 

ノウハウ強化



④ 今後の成長戦略
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国内生産人口は減少が見込まれる

出典: 2015年までは総務省「国勢調査」、2020年以降は国立社会保障・人口問題
研究所「日本の将来推計人口」（平成24年1月推計）

百万人
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今後予測される国内生産人口の 
減少に対応するために、 
データ・AIを利用した 

生産性の向上や自動化を目指す



出典：野村総合研究所 日本の労働人口の49％が人工知能やロボット等で代替可能に 
～601種の職業ごとに、コンピューター技術による代替確率を試算～（2015年12月2日）

人工知能やロボット等による代替可能性が高い 
労働人口の割合（日本、英国、米国の比較）
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収集したSNSログをもとにした自動会話

ビッグデータから人工知能へ
データを機械学習させ、新たな価値を提供する

AIによるチャットボットSNS等のビッグデータ
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会話AIの活用事例として各種メディアに掲載

当社が開発した対話型人工知能の事例

講談社に会話AIエンジンを提供し、 
小説の登場人物とTwitter上で会話できる、 

チャットボットを開発した
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既存製品

ビッグデータ + 機械学習・ディープラーニングでより高度なAIを
多岐に広がる当社AI活用領域

サイトUX測定

SNS運用支援

自動応答

経営支援画像認識パーソナライズ

展開可能性領域

コンテンツ評価

集計/可視化 文章自動作成営業自動化

既存製品を高度化
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ビッグデータ×人工知能で 
世界を進化させる



将来性の見通しについての注意
本発表資料ならびに情報は、いわゆる「見通
し情報」を含んでおります。 
これらは、現在における見込み、予測及びリ
スクを伴う想定に基づくものであり、実質的
にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不
確実性を含んでおります。 
それらリスクや不確実性には、業界ならびに
市場の景況、金利や物価、通貨為替変動といっ
た一般的な国内・国際的な経済状況が含まれ
ます。


